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➢対象船舶

①LNGを燃料とする船舶で川崎港に入港する船舶
②LNG燃料を供給する船舶で川崎港に入港する船舶

➢インセンティブの内容

①入港料 免除（減免率１００％）

②入港料 免除（減免率１００％）

➢開始日時

令和３年４月１日（日本時間）入港船舶から５年間



LNG燃料船等に対するインセンティブ
国際海事機関（IMO）による船舶からの排出ガス規制の強化に伴い、新たな船舶燃料と
して、従来の重油と比べて環境負荷の小さいLNG（液化天然ガス）への転換が進められて
おり、今後、LNGを燃料とする船舶が増加していくものと予想されます。
こうした中、国では日本港湾の国際競争力を強化するため、LNGを燃料とする船舶への
燃料供給の用に供する船舶の建造及び当該船舶にLNGを供給するための施設の整備に
対する補助制度を創設するなど、LNG燃料船普及に向けた取組が進められています。
そこで、川崎港においても、国際的な環境対策にいち早く貢献するとともに、国際戦略港
湾である京浜港の国際競争力強化のため、京浜三港で連携した取組として、次のインセン
ティブを実施します。

➢インセンティブの対象

①LNGを燃料とする船舶で川崎港に入港する船舶
※ただし、LNGを燃料とする船舶には、LNG及び低硫黄燃料油を燃料とするデュアル
フューエルエンジンで運航可能な船舶並びに当該船舶又はLNGを燃料とする船舶に
引かれ、又は押されて航行する船舶を含み、LNGを運搬する船舶を除く。

②LNG燃料を供給する船舶で川崎港に入港する船舶

➢減免率

➢他のインセンティブと重複した場合

減免率100％のため重複適用はしません。100％を超える減免は実施しません。

➢必要書類

減免率

LNGバンカリング船 １００％

LNG燃料船 １００％

LNGバンカリング船

①入港料減免申請書
下記の書類のいずれかをご用意いただき、ご相談ください。
②国際液化ガスばら積船適合証書（IGC証書）
③危険物取扱規程（危規則第143条の２に基づき地方運輸局長が承認したもの）
④船舶検査証書（船舶安全法第９条第１項に基づき管海官庁が交付したもの）

LNG燃料船
①入港料減免申請書
②下記のいずれかの証書（該当欄（§2.2.）及び有効期限がわかる箇所）の写し
（全般） 貨物船安全証書 又は 貨物船安全構造証書
（客船） 旅客船安全証書

➢注意事項
Certificate（基準は日本時間）の認証期間が過ぎている場合は、LNG燃料の利用が確認

できない限り減免できません。



確認書類について(貨物船安全証書)



確認書類について(貨物船安全構造証書)



確認書類について(旅客船安全証書）



確認書類について(国際液化ガスばら積船適合証書）


